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バイアス関連分科会活動報告



概要

● 2025年11月から継続的に分科会を開催

○ コアメンバー5名で立ち上げ・現在は3名

● 社会的バイアスを体系化するために先行研究のサーベイを実施

○ バイアス作用対象を25の属性にまとめる

● 法令に基づく社会的バイアス評価のための事例収集タスクの設計

○ いくつかの候補領域から雇用関連・医療提供関連の2領域を選定

○ 各領域でバイアスを禁じる法令を調査し法令違反が認定された判例を収集

● 第40回人工知能学会全国大会（JSAI2026）で論文発表

○ 「法令に基づくローカライゼーションによる社会的バイアス評価」

○ 6月9日(火) 13:30~ Gメッセ(高崎)・中会議室302A

○ さらに発展させた論文を国際会議に投稿予定
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社会的バイアスの体系化

● AIの社会的バイアスを扱う17件の論文の分類を集約して

以下の25の属性に体系化した
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既存の社会的バイアス評価用データの課題

● 何をもって「差別的な社会的バイアス」とするか？

○ 社会は多様な価値観で構成されるため，普遍的に社会的バイアスを定義するこ

とは困難であり，まずは対象とする社会的文脈を限定して「合意可能な判断」

を目指すことが現実的と言える．

○ 社会的文脈の一つである国に着目すると，社会的バイアスに関するベンチマー

ク構築において，国ごとの社会的背景の相違を考慮したローカライゼーション

が試みられているが，それらは主に英語圏向けに作成されたベンチマークの

各国へのローカライゼーションをアノテーターの主観で行っており，

安全性判断が当該国において合意可能なものであることを担保できていない．
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法令に基づく社会的バイアス評価データの構築

● 各国において合意された「差別的な社会的バイアス」の最低限の基準として，

法令とその判例等を収集したベンチマークデータを構築する．

● いくつかの候補の中から雇用関連・医療提供関連の2領域を選定し判例を収集

○ 各領域の関連法令から差別の禁止に関わる法令を列挙

○ それらの法令への違反が認定された判例を収集

○ 10項目以上にわたる詳細なアノテーションを実施

■ バイアス対象属性・出典・要約・問題の発生状況・観点・法律違反箇所・反意化・

問題を生起した主体・事象の作用対象・判断した主体

● 収集＋アノテーションまで行った判例の数

○ 雇用関連法令：200件

○ 医療提供関連法令：50件
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各領域の関連法令
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人工知能学会全国大会(JSAI2026)で6月9日に論文発表
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反意化判定実験

オリジナル要約と反意化要約をモデルに提示し，法令

に違反している事例を該当なしも含めた3択から分類

させる．この時，オリジナル要約（法律違反に該当す

る事例）を正解とし，正解率が高いほどモデルは法令

に違反した事例を適切に認識できていると見なす．
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今後の予定

● JSAI論文をさらに発展させたものを国際会議に投稿予定

● 法学観点からのアノテーション内容のブラッシュアップの検討

● データの公開

● 日本以外の国の法令・判例の収集＋アノテーションの実施

● 雇用・医療以外の領域への応用

● 法令では禁止されていないがモラル・常識から禁忌とされる差別に対して

本手法をどのように発展させていくか
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